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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 120,873 ― 4,008 ― 3,246 ― 1,726 ―

2021年3月期第3四半期 216,312 2.3 △537 ― 304 35.4 △2,046 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,281百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　△2,441百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 66.08 ―

2021年3月期第3四半期 △78.30 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、2022年３月期第３四半期に係る

　　　各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値になっていることから、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 142,459 46,893 29.4

2021年3月期 127,006 45,040 31.5

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 41,845百万円 2021年3月期 40,015百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、2022年３月期第３四半期に係る

　　　各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00

2022年3月期 ― 10.00 ―

2022年3月期（予想） 20.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 163,000 ― 5,000 ― 4,500 ― 2,900 ― 110.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計

　　　基準等を適用した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.9「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の

　　　会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.9「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 28,051,200 株 2021年3月期 28,051,200 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 1,916,429 株 2021年3月期 1,916,141 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 26,134,931 株 2021年3月期3Q 26,135,059 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその事実を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間(2021年４月１日～2021年12月31日)におけるわが国の経済は、ワクチン接種の促進等

により新型コロナウイルスの感染者数が減少し、９月末の緊急事態宣言解除以降は個人消費が持ち直すなど経済活

動は回復傾向となりました。しかしながら、新たに発生した変異株（オミクロン株）による感染再拡大が懸念され

るなど、依然として先行きは不透明な状況が続きました。

　当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、半導体や電子部品の供給不足が続き、テレワーク

や巣ごもり需要が一巡する状況にあるものの、自動車の電動化やDX関連投資をはじめとした旺盛な需要に支えら

れ、市場成長が続きました。また生産能力の増強に向け、半導体や電子部品製造装置の需要も大きく伸長いたしま

した。

　こうした状況の下、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、電子部品や産業機器、レーザ

機器の需要増により、120,873百万円となりました。利益面では、為替相場が円安基調に転じたことにより円換算ベ

ースでの売上総利益が押し上げられたことや相対的に利益率の高い商品が好調に推移したことに加え、販管費が減

少したことにより、営業利益は4,008百万円、経常利益は3,246百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,726

百万円となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間の売上高は、従来の方法に比べて104,266百万円減少しておりま

す。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方

針の変更）」をご参照ください。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（デバイス事業）

　デバイス事業は、巣ごもり需要の一巡により通信機器向けの半導体が減少した一方、既存仕入先の商権拡大及び

新規仕入先商品の伸長により、産業機器向け半導体や民生機器向け電子部品、ソフトウエア製品などが好調に推移

し、売上高は87,616百万円となりました。またセグメント利益は、売上総利益率の改善や販管費の減少により、

2,636百万円となりました。

（システム事業）

　システム事業は、企業の設備投資の回復を背景に、産業機器分野では電子デバイスの組立・検査装置、レーザ機

器分野では産業機器組み込み用の半導体レーザが好調に推移いたしました。また医用機器分野では、画像診断装置

や内視鏡システムなど検査装置の需要が増加いたしました。加えて、航空宇宙分野で人工衛星やロケット向けの高

信頼性部品の需要が増加した結果、売上高は33,257百万円、セグメント利益は1,374百万円となりました。

（2）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は131,266百万円となり、前連結会計年度末に比べ16,462百万円増

加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が13,087百万円、商品及び製品が5,071百万円減少した一方で、未

収入金が35,048百万円増加したことによるものであります。固定資産は11,192百万円となり、前連結会計年度末に

比べ1,010百万円減少いたしました。これは主に建物及び構築物が366百万円、工具器具及び備品が329百万円、土地

が184百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は142,459百万円となり、前連結会計年度末に比べ15,452百万円増加いたしました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は89,745百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,580百万円増

加いたしました。これは主に未払金が13,282百万円増加したことによるものであります。固定負債は5,819百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ18百万円増加いたしました。これは主に長期借入金が37百万円減少した一方で、退

職給付に係る負債が49百万円増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は95,565百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,599百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は46,893百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,853百万円増

加いたしました。これは主に利益剰余金が1,667百万円、為替換算調整勘定が486百万円それぞれ増加したことによ

るものであります。

　この結果、自己資本比率は29.4％（前連結会計年度末は31.5％）となりました。
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（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年10月29日の「2022年３月期第２四半期業績予想と実績との

差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,874 23,331

受取手形及び売掛金 46,723 33,636

電子記録債権 4,334 6,884

商品及び製品 34,174 29,102

仕掛品 34 90

未収入金 596 35,645

その他 2,077 2,588

貸倒引当金 △11 △11

流動資産合計 114,804 131,266

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,095 3,681

減価償却累計額 △2,433 △2,385

建物及び構築物（純額） 1,662 1,296

機械装置及び運搬具 10 10

減価償却累計額 △10 △10

機械装置及び運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 2,595 2,198

減価償却累計額 △1,719 △1,651

工具、器具及び備品（純額） 876 547

土地 1,596 1,411

リース資産 83 44

減価償却累計額 △65 △30

リース資産（純額） 17 14

使用権資産 154 146

減価償却累計額 △85 △91

使用権資産（純額） 69 54

建設仮勘定 － 0

有形固定資産合計 4,221 3,325

無形固定資産 925 955

投資その他の資産

投資有価証券 2,518 2,507

繰延税金資産 1,136 1,268

その他 3,857 3,213

貸倒引当金 △457 △78

投資その他の資産合計 7,055 6,912

固定資産合計 12,202 11,192

資産合計 127,006 142,459

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,298 17,759

短期借入金 42,194 54,033

１年内返済予定の長期借入金 50 50

リース債務 67 68

未払金 1,349 14,631

未払法人税等 61 934

賞与引当金 631 486

その他 1,512 1,781

流動負債合計 76,165 89,745

固定負債

長期借入金 5,075 5,037

リース債務 87 95

退職給付に係る負債 261 310

役員退職慰労引当金 95 105

資産除去債務 180 166

その他 101 104

固定負債合計 5,801 5,819

負債合計 81,966 95,565

純資産の部

株主資本

資本金 6,214 6,214

資本剰余金 6,353 6,353

利益剰余金 27,854 29,521

自己株式 △1,631 △1,631

株主資本合計 38,791 40,458

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 831 810

繰延ヘッジ損益 36 23

為替換算調整勘定 △29 457

退職給付に係る調整累計額 385 96

その他の包括利益累計額合計 1,224 1,387

非支配株主持分 5,024 5,047

純資産合計 45,040 46,893

負債純資産合計 127,006 142,459
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 216,312 120,873

売上原価 205,526 106,580

売上総利益 10,785 14,293

販売費及び一般管理費 11,323 10,285

営業利益又は営業損失（△） △537 4,008

営業外収益

受取利息 11 3

受取配当金 45 49

持分法による投資利益 － 34

為替差益 1,316 －

雑収入 77 70

営業外収益合計 1,450 158

営業外費用

支払利息 309 260

売上割引 100 8

売上債権売却損 42 19

為替差損 － 533

持分法による投資損失 16 －

雑損失 139 98

営業外費用合計 608 919

経常利益 304 3,246

特別利益

固定資産売却益 － 116

投資不動産売却益 31 －

特別利益合計 31 116

特別損失

固定資産除売却損 6 5

減損損失 5 299

投資有価証券評価損 1,350 －

特別退職金 1,236 －

その他 2 －

特別損失合計 2,600 305

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△2,264 3,058

法人税等 △168 1,186

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,096 1,871

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△49 144

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△2,046 1,726

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 6 -

丸文株式会社（7537） 2022年3月期 第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,096 1,871

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 356 △20

繰延ヘッジ損益 △8 △13

為替換算調整勘定 △672 746

退職給付に係る調整額 82 △289

持分法適用会社に対する持分相当額 △103 △12

その他の包括利益合計 △344 410

四半期包括利益 △2,441 2,281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,127 1,890

非支配株主に係る四半期包括利益 △313 391

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△2,264 3,058

減価償却費 566 545

減損損失 5 299

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 △379

賞与引当金の増減額（△は減少） △328 △147

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4 9

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △46 △368

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △93

受取利息及び受取配当金 △57 △52

支払利息 309 260

為替差損益（△は益） △1,535 1,859

持分法による投資損益（△は益） 16 △34

固定資産除売却損益（△は益） 6 △110

投資有価証券評価損益（△は益） 1,350 －

投資不動産売却損益（△は益） △31 －

特別退職金 1,236 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,804 11,014

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,169 △3,407

仕入債務の増減額（△は減少） 3,003 △12,927

未収入金の増減額（△は増加） △34 △26,065

未払金の増減額（△は減少） 16 13,478

その他 49 210

小計 15,247 △12,851

利息及び配当金の受取額 57 595

利息の支払額 △310 △257

法人税等の支払額 △296 △472

法人税等の還付額 191 103

特別退職金の支払額 △110 △8

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,778 △12,891

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △214 △852

定期預金の払戻による収入 338 901

有形固定資産の取得による支出 △364 △298

有形固定資産の売却による収入 － 508

無形固定資産の取得による支出 △118 △260

投資有価証券の取得による支出 △19 △20

その他 73 21

投資活動によるキャッシュ・フロー △304 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,407 9,850

長期借入金の返済による支出 △37 △37

配当金の支払額 △730 △468

非支配株主への配当金の支払額 △469 △368

その他 △75 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,720 8,918

現金及び現金同等物に係る換算差額 △690 410

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,063 △3,564

現金及び現金同等物の期首残高 20,473 26,274

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,537 22,709

（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引について、

従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識し売上計上しておりましたが、顧客から受け取る対価から

仕入先に支払う額を控除した純額表示に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き（1）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約

変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は104,266百万円、売上原価は103,656百万円、営業利益は609百

万円減少した一方で、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ46百万円増加しております。また、利

益剰余金の当期首残高は410百万円増加しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

デバイス
事業

システム
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 187,628 28,683 216,312 － 216,312

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1 460 462 △462 －

計 187,629 29,144 216,774 △462 216,312

セグメント利益及び損失（△） △1,067 535 △532 △5 △537

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

デバイス
事業

システム
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 87,616 33,257 120,873 - 120,873

セグメント間の内部売上高

又は振替高
16 746 762 △762 -

計 87,633 34,003 121,636 △762 120,873

セグメント利益 2,636 1,374 4,011 △2 4,008

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△5百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△5百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る

費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△2百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31

日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セ

グメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のデバイス事業の売上高は103,314百万円

減少、セグメント利益は609百万円減少し、システム事業の売上高は951百万円減少しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「デバイス事業」及び「システム事業」セグメントにおいて、保養所兼研修所に係る固定資産の減損損失

を計上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において、「デバイス事業」セグメント216百

万円、「システム事業」セグメント83百万円であります。
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